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２．対象・目的・内容
　市外から本市に観光等の目的で訪問する団体・個人宿泊客に対し、旅行経費の一部を助成する。
　【団体型助成事業

年

】
　・15人以上の貸切バス等を利用する団体旅行
　・市内での食事・宿泊＋２箇所以上（うち１箇所は有料施設）の訪問が必要
　・助成率：貸切等バス代＋市内での利用施設等消費額の合計額の２分の１
　・上限額：日帰

度

り旅行…１２万円／台
　　　　　　（ただし、食事代が１人４千円以上の場合は、１５万円）
　　　　　　宿泊旅行…１８万円／台

事 業 概 要 　　　　　　※いずれの場合も、１人当たり上限額：５千円
　【個人型助成事業】

　

　・市内ゴルフ場＋宿泊施設を利用する個人客
　・平日のオフシーズン期間のみ設定
　・助成率：施設利用料金の２分の１（上限額：５千円）
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平成 算

内消費の低迷が懸念される中、市内の消費拡大に直結する本事業を当面は継続することが望ま

価 しいと考える。また、本事業を通じて市内の観光交流事業の実態や可能性を探っていくことができる。

評 価 事業の優先度(緊急

事

性) 3 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 4

２ ポイント 直接のサービスの相手方 1 受益者負担の適切さ 5 市民ニーズの把握 5
事 業 の 改善・見直し

次 総合評価
　利用者アンケートから、本事業がなければ来西していないとの回答

業

がほとんどであったとの説明があり、新たな

評 集客ができたことは大きな成果であったと評価できる。しかし、市内での消費場所が限定的であり、更なる消費拡

説 明 大が課題であると思われる。特に宿泊者に対しては、滞在

の

時間が長いことからニーズ等の把握により、各種店舗情

価 報を提供するなどサービス向上を図る必要があると考える。また、もう一度来西したいと感じてもらえるような西
脇市の魅力をＰＲし、リピーターの確保にも配慮す

概

ることが望ましい。

要説明

５．事業の実績・目

書
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単位当たりのコスト 397.79
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式
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指 標 名 訪問した観光客数 単　位 人

説 明 や 数 式 当該補助金を利用して西脇市に訪問したバス利用の団

年

体旅行客・ゴルフ利用宿泊個人客
成 果

年 度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
指 標 目 標 値 1,450 1,450

実 績 値 0 2,532
① 経 費 （ 千 円 ） 15,510

単位当たりのコスト 6.13

指 標 名 訪問

度

者の市内消費額（合計） 単　位 千円

説 明 や 数 式 当該補助金を利用して西脇市に訪問した観光客の市内消費額（実績・アンケートによる。）
成 果 【ゴルフ宿泊】28,006円×509人【団体日帰り】7,000円×1,6

　

67人【団体宿泊】18,614円×356人の合計
年 度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

指 標 目 標 値 18,600 18,600
実 績 値 0 32,551

② 経 費 （ 千 円 ） 15,510
単位当たり

当

のコスト 0.48
　平成27年度は、国の地方創生交付金（消費喚起・先行型）を活用して実施した。

実績・成果 　助成金を通じて本市への観光誘客につながっており、市内での消費（補助金額の２.２倍）促進も図られている
。

初

等 の 説 明

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 4

１ ポイント 直接のサービスの相手方 1 受益者負担の適切さ 4 市民ニーズの把握 5
事 業 の 継続実施

次 総合評価
　本事業は市外からの交流人口

予

の呼び込みにより、市内での消費を拡大し、地域経済の振興を図ることを目的に実

評 施している。観光資源が乏しい本市では、助成金の交付が旅行目的での訪問のインセンティブとなっており、定住

説 明 人口の減少により市

11,138

西脇市に訪問した観光客に助成した件数（個人） 人

509
450 450

5,152
10.12




